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る｡ この段階を仮に レベルⅠと表わす｡ 次に自由度が無限大になる
と系は一般に偏微分方程式で記述 される｡ 代表例としては電磁気学に
おけるマックスウェル方程式､流体力学におけるナビエ･ス トー クス方程
式などが挙げられる｡ ｢場｣の概念 もここで導入 される｡ 一方､量
子的ゆらぎが存在する場合､すなわち量子系においては自由度が有限の
場合で も系は偏微分方程式､ シュレーディンガー方程式に従 うO 同様
に､(いわゆるランダムカなどの)統計的なゆらぎが存在する場合 も系は





は一般に汎関数方程式 によ′つて記述 され､問題を解 くためには何 らかの
形で汎関数積分を行なわなければならないO これがいわゆる ｢場の理
論｣で､物理学では無限自由度の量子系を取 り扱 う ｢量子場の理論｣と
して最初に定式化 された｡ そ して統計ゆらぎを伴 った無限自由度系杏





























の粒子濃度の従 う常微分方程式で記述 される｡ これは系が空間的に一
様 と見なせる場合､反応拡散系の言葉で言えば反応律速過程において成
立する. 反応が拡散律速の場合､系は一般的に不均一となり粒子濃度
は時間だけでなく場所の関数 となる｡ 従 って､ここでの基礎方程式は
偏微分方程式である反応拡散方程式となる. 一方､空間的に一様でも
統計ゆらぎの存在下では粒子濃度はフォツカー ･ブランク方程式などの偏


















































式 もt- ∞ の極限でp(i)がpoに依 らないという条件 と(3･1)式より導
かれる. スケー リング関数 Fの具体形 も求められる. ただ し､こ
の場合は厳密 な計算は困難で､摂動論 に頼 らざるを得ない｡ 例えば､
X-p.k(Dl)i/2の1次のオーダーまででf(X)は次のように表 される｡
F(X)- 1-r(2-d/2)r(1+d/2)(87T)a/2-Ix+a(x2). (3.L2)
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